
1.6.1 

共同研究グループ制度規則 

 

昭和57年２月17日 制  定    平成３年２月18日 一部改正 

平成25年２月26日 一部改正    平成29年６月29日 一部改正 

 

 

（目  的） 

第 １ 条 この共同研究グループ制度設置の目的は，会員の共同参加による自主的な企画，運営により，土木工学および土

木事業に関連する共通のテーマに関し，情報・意見の交換を基として調査，研究を進め，学術，技術の水準の向

上をはかることにある。 

（規定事項） 

第 ２ 条 この規則は，共同研究グループ制度に関する基本事項を規定する。 

（公募と申請） 

第 ３ 条 支部は，共同研究グループの参加募集要項を策定し，公募する。 

２ 共同研究グループに参加を希望するものは．そのグループの中より共同研究グループ代表者（以下「代表者」と

いう。）を定め，代表者は所定の企画書を添えて支部長に申請する。 

（承  認） 

第 ４ 条 支部長は，前条第２項の企画書を審議し，原則として商議員会にはかって承認を受けるものとする。 

２ 支部長は，承認された共同研究グループに対し，その代表者に承認書を送付する。 

（構  成） 

第 ５ 条 共同研究グループの構成は，構成員５名以上とし，代表者１名を置く。 

２ 必要に応じ幹事等をおくことができる。 

３ 代表者は正会員とする。構成員は，会員とする。ただし，調査，研究遂行上必要な場合は，非会員を構成員とす

ることができる。 

（存続期間） 

第 ６ 条 共同研究グループ存続期間は，承認のあった日の翌日以降からその年度末までとする。ただし，前年度に承認の

あったときは，当該年度の４月１日から始まる。 

２ 前項の規定にかかわらず再申請することができる。 

（開  催） 

第 ７ 条 共同研究グループの会合（以下「共同研究会」という。）は，代表者が招集する。 

（成  果） 

第 ８ 条 共同研究グループは，その成果を支部長に報告するものとする。 

２ 共同研究グループは，原則として公開によるワークショップを研究グループ設置の当該年度内もしくは，翌年度

に開催するものとする。 

（助 成 金） 

第 ９ 条 共同研究グループの運営に必要な経費に対して，支部は助成金を交付することができる。 

２ 共同研究グループの運営に必要な旅費等の経費の支出については，別に定める謝金ならびに旅費に関する内規に

よる。 

３ 助成金は間接経費としての使用は原則として認めない。 

（事業報告） 

第 10 条 事業経過につき支部長から報告の要求があれば，代表者はこれを30日以内に支部長に報告しなければならない。 

（実施期日） 

第 11 条 この規則は，平成29年６月29日より改正実施する。 

（運用に必要な事項） 

第 12 条 この規則の運用に必要な事項に関しては，別に細則で定める。 

 



1.6.1.1 

共同研究グループ制度細則 

 

昭和57年２月17日 制  定    昭和59年10月23日 一部改正 

平成３年２月18日 一部改正    平成４年６月23日 一部改正 

平成25年２月12日 一部改正 

 

（募集要項） 

第 １ 条 共同研究グループ制度規則（以下「規則」という。）第３条に定める参加募集要項は，支部長が策定し，毎年11

月末日までに会員に周知しなければならない。 

（企画書の記載事項） 

第 ２ 条 規則第３条第２項に定める企画書には，次の事項を記載する。 

⑴ テーマ（名称） 

⑵ 目的と調査，研究事項 

⑶ 代表者名，構成員名 

⑷ 共同研究会の開催回数と開催予定時期 

⑸ その他必要とする事項 

（共同研究会） 

第 ３ 条 共同研究会は，規則第７条の規定により代表者の権限で招集し，構成員自らが運営を行う。 

２ 共同研究会を他の団体の会合等と合同して行う場合は，開催１週間前までに支部に届け出るものとする。 

３ 代表者は，共同研究会開催後１か月以内に議事録を支部に提出するものとする。ただし，３月開催の議事録はそ

の月末までとする。 

（ワークショップ） 

第 ４ 条 共同研究グループによるワークショップは，支部年次学術講演会と共催することができる。 

２ ワークショップの開催にあたっては，代表者は次の項目を定め，事前に支部へ通知する。 

⑴ 開催日時 

⑵ 会場及び定員（電話番号，所在地，道順を含む） 

⑶ 共催，協賛の有無 

⑷ その他 

（報告書の提出） 

第 ５ 条 共同研究グループは，原則としてその年度内に報告書を支部長に提出する。 

２ 翌年度にワークショップを開催するときは，前項の規定にかかわらず，代表者は，開催後１か月以内に報告書を

支部長に提出する。 

（助 成 金） 

第 ６ 条 共同研究グループに対する助成金は，支部が定める。 

２ 支部長は，規則第４条第２項に定める承認書に助成金の交付額を明示するものとする。 

３ 代表者は，助成金を共同研究グループの運営に必要な経費に支出するものとする。 

（構成員の承認） 

第 ７ 条 共同研究グループの構成員は，支部長の承認を受けなければならない。ただし，複数の共同研究グループヘの参

加は認めない。 

２ 共同研究グループの構成に変動，異動が生じたときは，代表者はその都度すみやかに支部に報告し，支部長の承

認を受けるものとする。 

（実施期日） 

第 ８ 条 この細則は，平成25年２月12日に改正し，平成25年４月１日から実施する。 

 










